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研究成果の概要（和文）：音声コミュニケーションに対する理解を深め国際的に共有する上で、本プロジェクト
で開発し公開してきた「わたしのちょっと面白い話」コーパスがいかに役立つかを具体的に示した。このコーパ
スは毎年開催している「わたしのちょっと面白い話」コンテストへの参加作品（長さは2-3分）の集成で、日本
語の話しことばのバリエーションや一般の話し手の話芸の研究資料としても、「生きた」日本語話しことばの教
材としても有用である。既存のコーパスを数百時間調べてもほとんど検出されない発話法が、このコーパスには
豊富にみられるので、既存のコーパスの補足として利用すれば、日本語のピッチや声質などのバリエーションが
よりよく理解できる。

研究成果の概要（英文）：We showed concretely how we can deepen and share internationally our 
understanding of speech communication by using our new Japanese coorpus, the "My Funny Talk" corpus 
(Watashino Chotto Omoshiroi hanashi in Japanese, hereafter MFT). MFT is a collection of talks, all 
lasting only a few minutes in length, that were entered in a funny spoken-story tournament, held 
annually. It is useful as research material for variation in Japanese speech and for modern Japanese
 folk storyteller's art, and also as educational material on "live" Japanese speech for Japanese 
learners and their teachers. MFT abounds in speech variations scarecely addressed in hundreds of 
hours of standard spoken-language corpora. By using this corpus as a complement to previous corpora,
 we are better able to address actual variation of pitch and phonation for example in Japanese 
speech.

研究分野： 話しことばを中心とした言語学
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  １版

平成

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本語の発話について、これまで知られていたことが実は必ずしも正しくないということが、このプロジェクト
で開発されたコーパスを基に、明らかにされてきている。このコーパスはインターネット上で世界に向けて無償
で公開されているので、今後、このコーパスを用いた同様の研究が世界じゅうで可能になる。
これまでは「面白い話」というと、せいぜいが落語や講談のような、伝統芸術のプロの話芸しか光を当てられて
こなかったが、本プロジェクトでは、日常生活の中の一般人の「面白い話」に注目することが学問的に重要であ
るということを、具体的に示した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

「学術情報のオープン化」が叫ばれだして久しいが、音声言語に関する（音声科学
ではなく）人文学的研究領域では、収録されたデータが個々の研究者ごとに「秘蔵」
されがちで、共有化はなかなか進んでいない。考えられる理由の一つは、他の研究者
が収録したデータは、それが利用可能になったとしても「会話参加者どうしの人間関
係」や「過去の経緯」が（収録した研究者ほどには）わからない以上、データの理解
も収録した研究者には及ばないということである。もう一つ考えられる理由としては、
研究者は自分が保有しているデータの観察だけで忙しく、ありきたりの内容のデータ
であれば、わざわざ他人のデータにまで食指が動かないということがある。 

そこで申請者らは平成 20 年度以来、「わたしのちょっと面白い話」と銘打った小規
模なコンテストを試行し、参加者たちの短く面白い話を音声と動画の形で収録して字
幕を（一部は多言語で）付け、コーパスとしてネット上に公開してきた
（http://www.speech-data.jp/kaken/chotto.html）。というのは、「面白い話」には誰しも興
味を覚えやすく、またネット上で不特定多数に審査されるコンテストでは、参加者た
ちは自分たちの背景や文脈を知らない視聴者にも理解しやすいように話し、話のわか
りにくさが改善されることが期待されたからである。 

5 年間で約 150 話が収録・公開でき、研究者の注意も或る程度集めたことを受け、
これまでの試行から、新展開を盛り込んだ、本格的な実施への移行を考えるに至った。 

その契機となったのは、「面白さ」の文化差である。試行最終の 5 年目に、イギリス・
中国・フランス・ロシアの日本語学習者による日本語の「面白い話」を若干収録した
ところ、日本語母語話者の話には見られない「面白い話」が観察された。この「面白
さ」の違いを明らかにすべく、本格的な全世界展開をおこないたいというのが、研究
開始当初の状況であった。 
 
２．研究の目的 

本研究は調査対象を日本語母語話者だけでなく日本語学習者にも拡大することによ
って、上記の試行を国際的な形で本実施に移行し、世界のさまざまな日本語学習者た
ちが日本語で「ちょっと面白い話」を語る様子を音声と動画で収録し、字幕を付けて
ネット上で公開することによって、「面白い話」に見られる文化差を明らかにすると同
時に、音声言語に関する人文学的研究領域におけるデータの共有化を加速させようと
するものである。 
 
３．研究の方法 

落語や講談といった伝統話芸はよく記録されるが、同時代（21 世紀初頭）の、それ
もプロではなく一般人による民間話芸を、音声と動画の形で記録し公開していくとい
う試みは珍しく、それ自体エスノグラフィー的な観点や近年のスキルサイエンス的観
点から見て大きな意義があると考えている。 
 
４．研究成果 
 このプロジェクトが毎年度開催する「ちょっと面白い話」コンテストが、日本語教
育学会をはじめ、世界の日本語教育機関で構成される「日本語教育グローバルネット
ワーク」の支援プロジェクトとして採用され、2 年間のサポートを得た（2016 年度～
2017 年度）という一事にも現れているように、国際的なデータ共有化に一定の貢献を
なすことができたと考えている。 

また、日本語の音声コミュニケーションにおけるさまざまな発話法に新しく光を当
てることを通して、従来の知見を改めることができた。 

さらに、話し手自身の立場を離れた一般的なジョークが日本語社会には（落語を例
外として）根付いておらず、日本語の話し手が個人的な体験談ばかりということが、
通文化的にいかなる意味を持つのかも、明らかにできた。（むしろ体験談が基本であり、
ジョークが特殊。この点は協力者の山口治彦氏の貢献によるところが大きい。） 
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